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【平成26年の出水状況】



福知山市街

総雨量分布図
8/15～8/20（気象庁）

由良川流域

由
良
川
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1.京都府福知山市域における8月豪雨の被害状況①

平成26年8月15日～17日集中豪雨について

■福知山市街地を中心に集中豪雨が発生し、福知山観測所において観測以来最大の335mm/2日を記録。局地的、集中的で激甚な豪雨により甚大な浸水被害が発生。

局地的・集中的な豪雨

非常に激しい雨が短時間に集中

（mm）

(日)

総降水量300mm
を超す大雨

1時間降水量
約50mmを3回観測

降水量時系列図 （気象庁資料に加筆）
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335mm/2日
8月16日 0時～17日 24時

m
m

/
2
日

年最大２日雨量 福知山雨量観測（気象庁）

非常に激しい雨が短時間に集中

福知山市街で甚大な浸水被害

JR福知山駅

福知山河川国道事務所



新音無瀬橋

土師川橋

P

音無瀬橋

P

P

P 新土師川橋
（国道9号）
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1.京都府福知山市域における8月豪雨の被害状況②

平成26年豪雨による福知山市街地の浸水被害の状況

■弘法川及び法川流域において、福知山市街地の広範
囲に床上浸水1,586戸、床下浸水1,712戸の浸水被害
が発生した。

※浸水戸数は平成26年10月1日時点
（福知山市調べより作成）
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●由良川の水位

●弘法川の水位
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2.台風11号の降雨状況

平成26年台風11号の降雨分布と雨量

■桂川上流圏域においては、平成26年の出水では台風11号による被害が最も大きかった。
■平成26年台風11号の接近・通過に伴い8月8日13時頃雨が降り始め、累加雨量は、淀川流域で249mm、桂川流域で276mm、宇治川流域で221mm、木津川流

域で247mmと広い範囲で大雨となった。
■日吉ダムでは、台風11号の降雨により桂川上流の流量が増大し、観測史上第２位となる最大流入量913m3/sを記録。最大2,656万m3貯留した。（京セラドーム

大阪※約２２杯分） ※京セラドーム大阪の容量を120万m3として算出

■桂川上流圏域では、8月10日15時頃に保津橋水位観測所の水位がはん濫危険水位4.50mを超過し4.99mに、また上流の園部川の小山水位観測所では、 8月
10日14時頃にはん濫注意水位1.40mを超過し2.16mとなった。

■桂川の下流の直轄管理区間の桂水位観測所では、 8月10日15時頃にはん濫危険水位4.00mを超過し4.26mとなり、嵐山地区では溢水が発生し、道路などが冠
水した。

〈国土交通省Cバンドレーダ雨量データ〉

宇治川圏域

桂川上流圏域

木津川圏域

桂川下流圏域

雨量－水位グラフ 累積雨量(8月8日13時～10日18時)

■桂川 (保津橋水位観測所）

■園部川 （小山水位観測所）
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凡例(水位)

水位[m]
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2.台風11号の降雨状況（平成25年台風18号との比較）

平成25年台風18号と平成26年台風11号の雨の比較

雨量の種別

平成25年台風18号 平成26年台風11号

雨量(mm) 確率規模 雨量(mm) 確率規模

最大1時間雨量 35.7 1/3年未満 30.6 1/3年未満

最大9時間雨量 210.9 1/100～1/150年 111.4 1/5～1/10年

■桂川上流圏域において、平成26年台風11号における亀岡市請田流域平均雨量（9時間雨量）は111.4mmであり、平成25年台風18
号の210.9mmの約半分程度であった。

■一方、平成26年台風11号の時間雨量は約31mmであり、平成25年台風18号の約36mmと同程度であった。

⇒支川の園部川では浸水被害が発生した。

平成25年台風18号の流域平均雨量 平成26年台風11号の流域平均雨量

洪水名
9hr雨量
（mm）

雨量確率規模 備考

昭和28年9月台風13号 173.8 30～50

昭和35年8月台風16号 198.3 80～100

昭和47年9月台風20号 153.5 20

昭和57年8月台風10号 91.1 3

昭和58年9月台風10号 111.5 5～10

平成元年9月台風4号 110.8 5～10

平成16年10月台風4号 151.8 20

平成25年9月台風18号 210.9 100～150 戦後最大

平成26年8月台風11号 111.4 5～10
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最大9時間雨量期間（7:00～15:00）最大9時間雨量期間（22:00～6:00）

累加雨量 248.4

1時間最大雨量 30.6
9時間最大雨量 111.4

24時間最大雨量 138.7
日最大雨量 137.8

累加雨量 328.6

1時間最大雨量 35.7
9時間最大雨量 210.9

24時間最大雨量 296.8
日最大雨量 173.3



■桂川支川の園部川（南丹市園部町横田・黒田地区）では越水氾濫および内水氾濫が発生。平成25年台風18号に続き２年連続で家屋浸水被害が発生した。
■園部川支川の本梅川（南丹市園部町穴人地区）では堤防が一部損壊したものの、平成25年台風18号で浸水被害が発生した箇所などで浸水は発生しなかった。
■平成25年台風18号では霞堤からの浸水が発生したが、平成26年台風11号では犬飼川及び鵜の川において、霞堤からの開口部周辺で浸水の痕跡がみられた。

7

3.台風11号の被災状況（桂川上流圏域）

桂川上流圏域の主な被災箇所

園部川

• 堤防機能を有する盛土が欠壊
し、浸水被害が発生（H25T18）

• 越水氾濫および内水氾濫によ
る浸水被害が発生（H26T11)

本梅川

• 堤防が欠壊し、浸水被
害が発生（H25T18)

• 堤防が一部損壊したが、
浸水なし（H26T11)

■園部川

■本梅川

H25台風18号及びH26台風11号の被災箇所の比較 台風11号の被災状況

越水氾濫に
より床上浸水
等の被害が
発生

霞堤
• 霞堤からの浸水（H25T18)
• 霞堤の開口部周辺で浸水の痕跡

（浸水被害なし）（H26T11)

堤防が
一部損壊

凡 例
H25T18による浸水範囲
H26T11による浸水範囲
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3.台風11号の被災状況（園部川）

園部川の被害状況

■桂川支川の園部川（南丹市園部町横田・黒田地区）での浸水被害は床上浸水3戸
及び床下浸水5戸となった。

■横田地区では、越水氾濫が発生し、内水氾濫とともに民家等へ浸水被害をもたら
した。

■黒田地区では、黒田橋より上流左右岸で溢水による浸水被害が発生し、黒田橋よ
り下流左岸で内水氾濫が発生した。

●園部川の越水箇所及び家屋浸水被害

H26台風11号 H25
台風18号［横田地区］ 越水箇所 家屋浸水被害

横田橋上流右岸 はぎの里付近の墓
（H25堤防欠壊箇所下流）

床上なし、床下3戸

床下78戸
床上99戸

黒田橋上流右岸 人家裏 床上1戸、床下1戸

[黒田地区] 越水箇所・内水氾濫箇所 家屋浸水被害

黒田橋下流左岸 浸水被害 床上2戸、床下1戸

黒田橋上流左岸 JA付近での市道の冠水 なし

H25T18浸水エリア
H26T11浸水エリア

凡例

越水及び内水による浸水

内水氾濫に
よる浸水

溢水による浸水

越水箇所
（H26T11）

欠壊箇所
（H25T18）

黒田地区

横田地区

園部川

1
2

34

〈出典：南丹市調査資料〉
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3.台風11号の被災状況（本梅川）

本梅川（宍人地区）の被害状況

■園部川支川の本梅川の仲ノ前橋上流左岸（南丹市園部町穴人地区）で護岸が約14m流出し、堤防が
一部損壊した。

堤防護岸流出
L＝約１４m

府道竹井室河原線

1

2

3

3

１

摩気小学校

2

H26T11堤防護岸流出箇所
H25T18浸水エリア
H25T18被災箇所

凡例

H26台風11号 H25台風18号

家屋浸水被害
なし

床下15戸
床上21戸

●本梅川の家屋浸水被害

H25T18欠壊箇所

H25T18一部損壊

〈出典：南丹市調査資料〉
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4.台風11号の対応状況（園部川）

園部川 横田･黒田地区の対応状況

園部川浚渫

H26実施中

H25～H26実施

H26緊急対応箇所

緊急土のう設置
欠壊箇所復旧工事

緊急土のう設置

盛土補強

■園部川の横田・黒田地区の被災箇所において、出水直後に大型土のうによる締切り及び浚渫による堆積土砂の撤去を実施し、
緊急対応を行った。

護岸復旧工事



府道竹井室河原線

堤防護岸流出
L＝約１４m
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4.台風11号の対応状況（本梅川）

本梅川の被害状況及び対応状況

■本梅川の宍人地区の被災箇所において、大型土のうと埋め戻しによる復旧を実施し、緊急対応を行った。

【完了状況】

【大型土のう設置状況】①

【大型土のう設置状況】②
【応急復旧状況】

H26緊急対応箇所

H25～H26実施 被災箇所復旧

欠壊箇所復旧工事

一部損壊箇所復旧工事
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5.平成２６年台風１１号日吉ダム調節状況①

【桂川本川】日吉ダムの洪水調節

・形式：重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ
・高さ：67.4m
・長さ：438m
・体積：670千m3

・総貯水量：66,000千m3

■台風11号の降雨により桂川上流の流量が増大し、平成10年4月の日吉ダム管理開始以来、
平成25年台風18号に次いで観測史上第２位となる最大流入量（913m3/s)を記録。

■日吉ダムは、最大流入時に約98％（約900m3/s）の水をダムに貯留し、ダム下流の河川水位
を大幅に低減させた。

洪水調節容量：4,200万m3

日吉ダムの洪水調節状況（平成26年8月9日～11日 台風11号）

管理開始（平成10年4月）以降の主な出水の記録

〈出典：水資源機構HP〉
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5.平成２６年台風１１号日吉ダム調節状況②

【桂川本川】日吉ダムの洪水調節

日吉ダムの洪水調節による保津橋地点での水位低減効果

〈出典：水資源機構〉

■台風11号による降雨の発生以前は渇水傾向にあり、通常の貯水位EL.178.50mに対し、EL.174.48mと低かった。
■台風11号によるまとまった降雨により、出水直前と比較してダム貯水位が約17m上昇した。
■ダム下流の保津橋地点の河川水位について、ダムがなかった場合の5.86m（推定）に対して最大約0.9m（今回の最高水位4.99m）低減したと推定される。

４．９９ｍ
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6.台風11号の桂川出水状況（嵐山地区①）

嵐山地区の出水状況

〈淀川河川事務所「2014年台風11号出水（報告）」により〉
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6.台風11号の桂川出水状況（嵐山地区②）

嵐山地区の溢水状況

〈淀川河川事務所「2014年台風11号出水（報告）」により〉


